
環境マネジメント

当社は、「自然と環境の明日を担い、豊かで持続可能な社会の創造に貢献」するという環境理念を実践するため、環
境方針を制定しています。これに基づき社内のマネジメント体制を構築し、地球環境への影響を最小限にとどめる事業
活動をグループ全体で推進しています。

社是、仕濾過事（ろかじにつかふる）を通じて、地球環境保全に貢献する。
当社はフィルタメーカとして、環境問題が今後の重要課題であることを認識し、以下の通り活動を展開する。
1．環境目的・目標を設定し、継続的な改善を推進するとともに、必要に応じて見直しを行う。
2．環境関連法規制およびその他の要求事項を遵守し、環境汚染の防止に取り組む。
3．当社の事業活動に関わる環境影響のうち、次の項目を重点テーマとして取り組む。
　 （1）気候変動への対応。
　 （2）天然資源およびエネルギーの消費量削減。
　 （3）環境負荷物質の管理強化と低負荷物質への代替促進。
　 （4）廃棄物の排出量削減と製品のリサイクル技術の推進。
　 （5）周辺地域への環境汚染の予防と環境保全の推進。
　 （6）生物多様性の保全強化と推進。
4．�当社で働く全ての人員に対し環境方針の周知徹底を図るとともに、協力企業に対しても理解と協力を求める。

環境方針 ≫ 環境管理体制図
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 環境理念

環境管理体制

当社は、2021年度に代表取締役社長の諮問機関とし
て「YSS委員会」を設置し、月1回サステナビリティ推
進、関連するグループ方針や目標の設定に加え、目標や
実施施策の監督および監視を行っています。また、国内
およびセブ工場などの製造拠点および中国・蘇州の開
発拠点でISO14001：2015認証を取得し、環境施策
を実施しています（同規格による生産量あたりの認証カ
バー率72％）。YSS委員会とISO事務局が適宜連携し、
製品製造時に多量に消費するエネルギーの削減をはじ
め、環境負荷低減を推進しています。

また、環境管理や環境保全に関する知識向上のため、
ISO管理者、各拠点の担当者や新入社員に対し定期的に
研修を実施しています。

こうした取り組みの結果、2024年度は環境関連の法
令違反や罰金の支払いはありませんでした。
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指標 目標 2024年度実績 該当
ページ

GHG排出量
2030年度までに2021年度比で：
▪�Scope1,2のGHG排出量を49%削減
▪��Scope3のGHG排出量を25％削減

2021年度比
▪Scope1,2 　 45.5％削減
▪Scope3  　   21.6％削減

P.15-18

Yamashin Nano FilterTM

への置き換え率
2030年度までに建機用フィルタへの置き換え率
70% 6.3％ P.18

取水量（連結） 2032年度までに2022年度比25％削減 2022年度比　　33.0％増
P.19

原単位（連結） 取水量原単位の低下 前年度比　0.26㎥／百万円増

廃棄物排出量（連結） 2032年度までに2022年度比20％削減 2022年度比　8.6％削減
P.20-21

リサイクル率（国内拠点） 95％以上 98.3％

https://www.yamashin-filter.co.jp/ja/company/philosophy.htm


マテリアルバランス

当社グループでは、事業活動全体での環境負荷を把握し、環境影響の低減に努めてい
ます。

環境マネジメント

原材料（t)

アルミニウム 1,015

鋼材 2,019

ステンレス 345

合成繊維 956

段ボール、紙加工品 266

その他 1,165

エネルギー投入量

電力（MWh） 6,196

うち再エネ（MWh） 3,108

ガソリン（kl） 6.6

灯油（kl） 0

軽油（kl） 17.4

A重油（kl） 0

LPG（t） 227

都市ガス（千m3） 0.7

取水量（ｍ3）

上水 26,965

工業用水 6,246

その他
（地下水、河川水、雨水） 0

INPUT(投入) 事業活動

温室効果ガス（t-CO2)

Scope1,2 2,855

排水量（ｍ3）

下水 26,612

排水処理施設 6,599

その他（河川、海） 0

PRTR対象物質(t)

排出量（佐賀工場） 3.6

移動量（佐賀工場） 1.4

廃棄物（t)

総排出量 818

汚泥 164

廃油 54

金属くず 64

廃プラスチック 313

その他 223

リサイクル量（国内拠点） 528

最終処分量（国内拠点） 9

OUTPUT（排出）

製造

調達

物流

販売

* リサイクル量・最終処分量は国内拠点、PRTR対象物質は佐賀工場のみ

≫ 2024年度マテリアルバランス（連結*）
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